
研
究
，
の
柔

〆

日
本
古
建
築
研
究
の
栞
（
第
二
十
回
）

工
學
博
士
　
天
　
沼

俊

一

　
　
　
第
三
十
　
　
扉
　
（
上
）

『
三
才
圖
會
』

　
以
竹
及
葦
編
門
日
扇
星
脹
宅
地
日
電
恥
鵬
又
墜
者
日
闘
軍

言
髪
云
扇
門
議
案
舗
背
扇
上
響
日
厨
－
・

　
或
日
章
造
門
戸
如
一
扇
開
之
可
用
左
要
右
塞
手
品
敵
也

　
如
食
置
可
右
啓
習
弊
念
珠
座
具
可
以
防
魔
云
云

『
言
海
』

　
　
　
ト
　
　
ヒ
ラ

　
扉
、
〔
戸
片
ノ
義
〕
開
戸
ノ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ル
う

　
ひ
ら
き
一
ざ
、
開
戸
、
舞
戸
。
福
露
里
蝶
番
ニ
テ
開
閉

　
・
　
第
十
一
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
ス
ル
月
◎
（
引
芦
二
警
ス
）

『
工
業
字
解
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ル
ロ

　
開
芦
○
舞
戸
○
折
戸
○
窺
音
開
　
　
○
開
戸
ハ
櫃
叉
ハ

　
蝶
番
一
＝
プ
吊
り
込
ミ
内
外
二
重
閉
ス
ベ
ク
作
レ
ル
ナ
フ

　
之
ヲ
舞
戸
ト
モ
臼
フ
英
語
出
冒
σ
q
。
α
α
。
9
ひ
ん
じ
ご
、

　
ざ
一
あ
・
，
日
フ
扉
・
孚
二
蝶
番
ヲ
付
グ
宇
ヲ
開
戸
ニ
シ

　
タ
ル
ヲ
折
戸
ト
日
フ
韓
國
二
此
製
多
シ
叉
戸
ロ
ノ
爾
労

　
二
一
枚
宛
ノ
扉
ヲ
吊
込
ミ
中
央
ニ
ク
密
合
ス
ル
楼
二
作

　
ソ
タ
ル
ラ
伽
聾
音
開
ト
イ
フ

『
日
本
建
築
字
彙
』

恥

第
四
號

九
九
　
　
（
山
ハ
〇
一
二
）



　
　
　
第
十
一
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
ご
び
ら
（
扉
）
開
戸
又
ハ
門
ノ
戸
。
（
英
U
8
二
。
毬
佛

　
団
暮
雪
詳
猫
臼
蒙
亀
｛
碍
。
一
）

ご
あ
り
、
省
「
か
ら
ご
」
の
欄
に
は
絶
戸
月
の
圖
を
挿
入
し
、

其
説
明
に
次
の
如
く
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
カ
マ
チ
　
サ
ン
　
　
　
ィ
レ
コ
ィ
タ

　
か
ら
ご
（
唐
β
）
　
権
、
穫
及
ゼ
入
子
板
ナ
ド
ヨ
リ
成
〃

　
戸
ナ
リ
Q
（
英
寄
鍋
濠
α
像
O
o
鴨
濁
O
①
ω
8
日
ヨ
8
銀
ゑ
騰
）

　
圖
ハ
唐
戸
ニ
シ
テ
其
枢
ハ
総
テ
戸
ノ
周
圏
ニ
ァ
ル
木
ナ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ミ
ヵ
マ
チ

　
　
　
　
　
　
　
タ
テ
カ
マ
チ

　
フ
其
竪
ナ
ル
ヲ
「
竪
権
」
ト
イ
ヒ
上
ノ
ヲ
「
上
権
」
下
ノ
ヲ

　
シ
モ
カ
マ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン

　
「
」
T
」
稚
し
ト
イ
フ
。
叉
叡
山
ノ
「
内
方
ニ
ァ
ル
木
ヲ
凡
ラ
樽
…
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ヵ
タ
ナ
サ
ン

　
総
ス
覚
ハ
中
央
ニ
ァ
川
駆
｛
ナ
ル
淺
ヲ
「
中
竪
淺
」
ト
イ
ヒ
琳
慣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
チ

　
ナ
ル
梗
ヲ
都
ク
「
中
土
」
｝
イ
フ
、
中
淺
ノ
中
腰
部
ニ
ア

　
　
　
　
　
オ
ビ
い
ン

　
ル
モ
ノ
ヲ
「
筆
墨
」
ト
イ
フ
。
又
其
問
ニ
ァ
ル
板
ヲ
「
入

　
　
　
　
　
　
ワ
タ

　
子
板
」
叉
ハ
「
綿
板
」
ト
欝
ス
。
・
其
卒
爾
ナ
ル
モ
ノ
ハ
「
鏡

　
板
」
ナ
ル
別
名
ア
ジ
云
云

　
右
の
う
ち
建
築
字
彙
の
が
最
も
詳
細
に
説
明
を
し
て
あ

る
、
但
し
こ
の
圖
は
略
し
て
お
く
代
り
に
、
次
號
に
一
々

名
硲
を
書
き
入
れ
た
圖
を
入
れ
る
か
ら
、
誉
れ
を
み
れ
ば

　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
餓
〃
閃
回
遊
呼
　
　
　
一
〇
〇
　
　
（
山
ハ
〇
四
）

判
る
筈
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
に
よ
る
ご
、
唐
戸
ビ
い
ふ
の

を
梅
や
桟
や
入
子
板
な
ご
か
ら
出
來
て
る
る
戸
ε
し
て
あ

っ
て
、
一
枚
の
李
た
い
形
の
所
謂
「
板
唐
戸
」
は
入
れ
て
な

い
や
う
で
あ
る
が
、
私
は
板
唐
戸
も
扉
で
あ
る
か
ら
爾
方

を
ひ
き
く
る
め
、
扉
ご
し
て
定
義
を
つ
く
っ
て
み
て
は
こ

う
か
ご
思
ふ
、
そ
こ
で
試
み
に
左
の
様
に
し
て
み
た
の
で

あ
る
。

　
　
禺
入
口
に
吊
込
み
た
る
板
。
吊
元
叉
は
吊
元
枢
の
上

　
下
に
納
を
造
り
出
し
、
こ
の
納
は

A　A　A　A　A五四
VVVV　N．Y

上
は
上
長
抑
下
端
、
下
は
下
（
叉
に
二
重
）
長
押
上
端

上
は
書
軸
下
端
、
　
下
同

上
は
長
押
（
又
に
冠
木
）
下
端
　
下
は
唐
居
敷
上
端

上
は
藁
座
下
端
　
下
も
亦
藁
座
上
端

或
は
こ
れ
等
の
適
當
な
る
配
合

の
孔
に
入
b
、
言
納
を
軸
こ
し
て
臼
山
に
開
閉
し
得
る

も
の
を
い
ふ
。
或
は
吊
元
又
は
吊
元
枢
に
納
を
造
り
出

さ
す
し
て
、
蝶
番
叉
は
肱
壷
を
用
ふ
る
場
合
あ
る
も
、



　
胤
寺
建
築
に
於
い
で
は
、
前
者
は
爾
折
の
場
合
に
扉
と

　
扉
ビ
の
問
に
、
飾
金
具
余
用
ε
し
、
後
者
は
殆
ん
ご
用

ひ
艮
髄
篇
腱
辮
。
）
。

で
は
ご
う
で
あ
ら
う
か
。
長
た
ら
し
い
が
止
む
を
得
澱
。

あ
ら
ゆ
る
場
合
を
網
羅
し
や
う
ご
思
へ
ば
も
つ
ご
長
く
な

る
が
、
こ
れ
で
も
大
分
遠
慮
を
し
て
お
い
た
の
で
あ
る
G

伺
ほ
こ
、
に
か
い
て
あ
る
術
語
は
、
挿
入
圖
版
を
仔
細
に

み
れ
ば
皆
記
入
し
て
あ
る
筈
だ
か
ら
爵
然
に
判
る
、
若
し

ぬ
け
て
み
て
も
、
追
々
説
明
し
て
い
く
う
ち
に
明
ら
か
に

な
っ
て
く
る
こ
ご
、
思
ふ
。

　
（
一
）
　
扉
の
様
式
の
分
類
。

　
　
（
イ
）
　
板
唐
戸

　
　
（
ロ
）
　
淺
唐
戸

の
二
種
類
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
板
唐
戸
に
は

　
σ
り
　
一
枚
板
。

　
②
　
薮
枚
の
板
を
接
い
だ
も
の
。

　
㈲
数
枚
の
板
を
接
ぎ
合
せ
、
裏
に
適
當
の
間
隔
に
横

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
H
本
官
建
築
研
究
の
栞

　
　
　
淺
を
打
つ
た
も
の
α

　
㈹
　
4
5
に
淺
を
入
れ
、
爾
面
か
ら
薄
い
板
を
打
ち
つ
け

　
　
　
π
も
の
。

等
が
あ
b
、
さ
う
し
で
そ
の
表
面
に
は
、
金
銅
飾
金
具

（又

ﾉ
さ
う
見
え
る
も
の
）
を
何
列
心
行
か
窺
則
正
し
一
打
つ
た
り
、
或

は
「
入
双
金
物
」
や
「
墨
入
双
」
（
何
れ
も
後
出
）
を
打
つ
た
り
、
又
は

双
方
の
併
用
を
し
て
み
る
。

　
淺
唐
戸
こ
い
ふ
の
は
、
襲
に
記
し
た
建
築
宇
彙
の
説
明

の
通
り
の
も
の
で
、
上
下
左
右
は
夫
れ
去
れ
権
に
て
限
ら

れ
、
間
に
穫
を
入
れ
て
骨
組
を
造
り
、
其
骨
組
の
間
に
板

を
入
れ
た
も
の
。
町
議
な
の
に
な
る
ご
、
其
淺
の
辻
に
は

飾
こ
し
て
辻
金
物
を
打
ち
、
淺
や
枢
に
は
蒔
絡
を
施
し
、

入
子
板
に
は
庶
の
葉
や
雷
紋
等
を
彫
り
、
其
上
に
唐
草
模

機
な
ご
を
彫
刻
し
て
取
）
つ
け
た
機
な
甚
だ
込
み
入
っ
た

も
の
も
あ
る
。

　
（
二
）
　
開
き
の
方
向
に
よ
る
分
類
。

　
　
（
イ
）
外
開
。

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
∩
）
一
・
（
一
指
〇
五
）
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（
ロ
）
　
内
開
。

の
二
つ
で
あ
る
’
が
、
別
に
説
明
の
必
要
を
認
め
ぬ
Q

　
（
三
）
開
き
方
に
よ
る
分
類
。

　
　
（
イ
）
　
片
開
。

　
　
（
ロ
）
爾
開
。

　
　
（
ハ
）
　
函
折
再
開
。

（
イ
）
・
（
ロ
）
は
こ
れ
ま
た
説
明
は
い
ら
ぬ
が
、
（
ハ
）
は
さ
う

行
か
な
い
。
（
、
ノ
）
は
「
モ
・
オ
ソ
リ
ャ
ウ
ヒ
ラ
キ
」
ご
読
む
。

こ
れ
は
爾
方
へ
開
く
の
で
あ
る
が
、
片
方
の
扉
が
一
度
開

い
て
も
う
一
度
開
く
の
で
、
師
ち
男
。
察
茜
山
o
o
搬
で
あ

る
。
ご
こ
ろ
が
其
開
き
方
に
ま
た
二
種
類
あ
る
。
郎
ち

　
の
　
初
め
に
外
方
に
開
き
、
更
に
再
び
外
方
に
開
く
。

　
②
　
初
め
に
内
方
に
開
き
、
次
に
外
方
に
開
く
。

の
で
、
σ
り
は
書
し
て
方
立
（
省
の
巾
の
廣
い
ビ
き
、
②

ば
其
狡
い
時
に
用
ひ
ら
る
、
様
で
あ
る
。
な
せ
な
ら
其
方

が
都
合
が
い
、
か
ら
で
、
最
初
に
内
へ
開
か
う
が
外
へ
開

か
う
が
結
局
同
じ
事
で
あ
る
◎
た
い
方
立
の
慶
い
か
狡
い

　
　
　
第
十
一
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

か
に
よ
り
て
、
ω
の
方
が
便
利
で
あ
っ
た
り
、
②
の
方
が

都
合
が
よ
か
っ
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
方
立
の
廣
狡
は
出

入
ロ
の
内
法
巾
（
Ω
・
母
ω
嚇
8
）
に
よ
る
の
で
，
つ
ま
り
は

柱
間
の
廣
狡
ご
外
槻
ε
に
原
因
す
る
の
で
あ
る
。

　
『
工
業
字
解
』
の
扉
の
説
明
の
絡
り
の
方
の
「
槻
音
開
」
の

定
義
は
よ
く
解
ら
ぬ
。
額
面
の
爾
勇
に
吊
込
ん
だ
扉
が
中

央
で
合
ふ
機
に
な
っ
て
み
る
ビ
あ
る
の
は
、
即
ち
「
爾
開
」

の
こ
と
ら
し
い
。
併
し
普
通
俗
間
で
は
「
爾
開
」
ご
「
爾
折

爾
開
」
と
の
扇
面
を
つ
け
な
い
か
ら
、
爾
方
共
、
ご
に
か

く
廻
方
へ
、
開
く
の
を
、
ご
ち
ら
で
も
か
ま
は
な
い
で
「
窺
昔

開
」
ご
呼
ん
で
み
る
ら
し
．
い
。
此
れ
は
槻
督
像
を
安
澄
し

て
あ
る
厨
子
の
扉
が
歯
石
に
な
っ
て
み
る
か
ら
で
あ
ら
う

が
、
ほ
ん
ε
う
の
俗
名
で
あ
る
。
こ
の
筆
法
で
い
く
と
窺

暑
の
代
り
に
繹
迦
や
文
殊
が
ま
つ
っ
て
あ
っ
た
な
ら
ば
、

其
度
毎
に
「
騨
迦
開
」
だ
の
「
文
殊
開
」
だ
の
ご
呼
ば
ね
ば
な

ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
『
言
海
』
に
は
槻
音
開
き
の
ビ
こ
ろ
に

　
〔
槻
音
ノ
厨
子
ノ
三
二
起
ル
ヵ
」
爾
片
ノ
開
戸
ノ
中
央

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
〇
一
二
　
（
山
ハ
〇
七
）



第
十
、
一
巻
　
　
研
究
の
楽
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

第
四
號
　
　
一
〇
四
　
（
六
〇
入
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第
十
一
谷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
ニ
ラ
合
ヒ
、
左
右
へ
開
ク
ベ
ク
作
ン
ル
モ
ノ
。

ご
い
ふ
定
義
を
下
し
て
あ
る
。
洵
に
適
當
な
説
明
で
全
然

賛
成
を
す
る
。
か
～
る
名
繕
は
建
築
上
の
術
語
ビ
し
て
は

通
用
せ
澱
。
建
築
字
彙
に
こ
の
名
が
載
ろ
て
る
澱
の
は
當

然
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砕

　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

　
要
す
る
に
扉
は
、
出
入
口
に
た
て
、
あ
る
四
角
な
李
た

い
板
に
過
ぎ
ぬ
、
さ
う
し
て
出
入
に
際
し
て
夫
れ
を
あ
け

た
り
し
め
た
り
す
る
丈
け
の
も
の
で
あ
る
。
板
唐
月
で
あ

ら
う
ご
梗
唐
戸
で
あ
ら
う
ご
廣
い
意
味
に
於
い
て
は
同
じ

も
の
で
、
其
形
に
三
角
や
堅
い
の
、
あ
る
筈
は
な
い
。
併

し
一
概
に
さ
う
い
っ
て
了
ふ
こ
ご
は
出
來
な
い
、
時
代
に

よ
り
そ
こ
に
大
分
の
差
が
あ
る
の
で
あ
る
。
先
づ
第
一
に

板
唐
月
ご
淺
唐
戸
ご
は
、
同
じ
扉
で
も
外
掘
に
相
當
の
差

が
あ
る
の
み
な
ら
す
、
此
の
二
種
は
同
時
に
出
來
た
の
で

は
な
い
。
前
者
は
飛
鳥
時
代
か
ら
あ
る
が
、
後
者
は
鎌
倉

時
代
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
　
隔
○
　
（
六
一
四
）

　
前
例
に
よ
る
ご
、
飛
鳥
時
代
か
ら
順
に
各
時
代
の
實
例

を
學
げ
て
記
載
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
度
は
便
宜
に
從
ひ

先
づ
以
て
板
唐
綴
に
就
き
、
飛
鳥
よ
り
江
戸
迄
の
墾
遷
を

記
し
、
数
に
鎌
倉
よ
り
現
今
に
至
る
桟
唐
戸
に
就
で
述
べ

る
こ
ご
に
す
る
。

　
　
（
イ
）
板
唐
芦
。

　
ら
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
飛
鳥
時
代
Q

　
此
の
時
代
の
正
式
を
も
つ
た
扉
は
、
法
隆
寺
の
同
時
代

の
建
造
物
に
残
っ
て
み
る
丈
け
で
あ
る
。
例
へ
ば
金
堂
や

五
重
塔
等
の
扉
が
夫
れ
で
あ
り
、
塔
婆
の
は
高
蘭
×
巾
蜘

．
贔
、
金
堂
の
は
高
約
脚
・
轟
×
愚
乃
轟
あ
・
。

さ
う
し
て
此
れ
等
は
材
料
が
総
て
檜
無
節
で
、
上
下
共
切

り
放
し
の
一
枚
板
で
あ
る
。
充
分
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
扉
に

つ
く
つ
だ
ご
見
え
て
、
反
つ
擦
り
曲
っ
た
り
す
る
機
な
狂

ひ
は
全
く
な
い
Q
由
是
槻
之
、
愚
心
は
材
料
が
豊
富
で
あ
、

つ
た
の
み
な
ら
す
、
一
枚
の
扉
を
製
作
す
る
に
も
如
何
に

入
念
に
し
た
か
ご
い
ふ
事
が
詣
る
で
あ
ら
う
。
此
の
時
代

、
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・
に
は
附
近
に
f
遠
方
で
は
い
く
ら
い
、
木
材
が
あ
っ
て

も
蓮
搬
に
手
無
が
か
、
る
か
ら
、
い
つ
れ
近
い
ご
こ
ろ
の

で
間
に
合
は
せ
た
の
で
あ
ら
う
ー
ー
檜
の
大
木
が
あ
っ
た

に
蓮
ひ
な
い
ご
思
は
れ
る
、
だ
か
ら
充
分
手
が
行
層
い
て

か
、
る
立
派
な
も
の
を
割
合
に
易
く
得
る
こ
芝
が
出
來
た

の
で
あ
ら
う
。

　
又
膨
面
を
他
の
時
代
に
於
け
る
も
の
、
如
く
飾
金
具
を

以
て
装
飾
す
る
こ
ご
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
法
隆
寺
堂
塔

の
は
何
れ
も
何
一
つ
打
つ
け
て
な
い
、
印
ち
「
饅
頭
金
物
」

も
「
八
双
」
も
打
た
な
か
っ
た
の
で
あ
る
Q

　
尤
も
玉
鐙
厨
子
宮
殿
の
綴
れ
は
、
あ
ん
な
小
さ
な
も
の

で
あ
り
な
が
ら
切
り
放
し
の
煽
枚
板
で
は
な
い
、
上
下
に

ハ
シ
バ
ミ
に
セ

「
端
喰
」
が
入
っ
て
み
る
。
「
端
喰
」
ご
い
ふ
の
は
、
例
へ
ば

本
箱
の
蓋
の
上
下
に
入
っ
て
み
る
楼
な
横
木
の
名
総
で
あ

る
。
か
、
る
様
式
の
扉
は
奈
良
時
代
以
降
各
時
代
に
於
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

て
み
る
所
で
あ
る
。
高
さ
ご
痢
さ
ご
が
僅
に
早
れ
以
れ
0
9

義
（
今
の
曲
尺
に
て
測
る
）
の
小
さ
簾
に
ま
で
端
喰
を
入
れ
℃
匁

　
　
　
第
十
一
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
冠
本
古
建
築
研
究
の
栞

の
か
ら
考
へ
る
ご
、
此
の
時
代
の
他
の
堂
塔
の
夫
れ
に
は

何
れ
も
端
喰
が
あ
り
、
偶
ま
法
隆
寺
の
丈
け
が
特
別
入
念

に
、
左
様
な
も
の
を
入
れ
す
に
仕
土
げ
て
あ
る
の
か
も
知

れ
ぬ
が
、
併
し
こ
れ
は
総
て
他
の
立
代
の
建
物
が
亡
び
π

今
厨
、
若
し
く
は
僅
に
愈
々
せ
る
法
意
・
法
輪
爾
寺
の
三

重
塔
の
扉
が
、
最
早
嘗
初
の
も
の
で
な
い
今
日
か
ら
は
、

劉
底
當
初
の
血
相
は
鋼
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

　
今
更
事
新
し
く
記
す
迄
も
な
い
、
認
れ
で
も
知
っ
て
み

る
通
わ
、
玉
愚
厨
子
は
三
二
漆
塗
の
工
藝
品
で
あ
る
、
だ

か
ら
い
く
ら
堅
地
で
や
っ
て
も
萬
一
杜
上
げ
た
後
に
少
し

で
も
狂
ひ
が
來
た
場
合
に
は
甚
だ
工
合
が
悪
い
、
ま
し
て

扉
め
様
な
薄
い
も
の
は
、
霜
野
に
反
っ
た
う
労
れ
た
り
し

て
は
な
ら
澱
。
而
も
扉
が
蝶
番
で
吊
っ
て
あ
る
以
上
、
術

更
狂
っ
て
は
困
る
。
此
れ
を
避
る
た
め
に
は
端
喰
を
入
れ

て
お
く
に
限
る
、
だ
か
ら
こ
れ
は
小
さ
な
も
の
で
あ
る
に

も
係
ら
す
用
心
を
し
た
の
で
あ
ら
う
。
さ
う
す
る
ε
、
一

二
を
除
く
ほ
か
當
代
の
も
の
が
残
っ
て
居
ら
鍛
現
在
に
あ

　
　
　
　
　
　
　
儒
ザ
四
難
髄
　
　
扁
一
五
　
（
山
ハ
一
九
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
臼
本
古
建
築
研
究
の
粟

り
て
は
．
末
期
に
於
い
て
は
こ
に
か
く
、
盛
、
時
の
も
の
は

何
れ
も
切
り
放
し
で
あ
っ
た
ε
し
て
も
よ
く
は
あ
る
ま
い

か
、
そ
こ
で
こ
の
峙
代
の
は

　
扉
は
一
枚
板
よ
り
成
）
、
上
下
端
は
切
）
放
し
ご
す
。

　
軸
は
納
を
造
り
轟
し
、
上
下
の
長
押
の
観
れ
夫
れ
下
端

　
及
上
端
に
穿
て
る
孔
に
入
れ
て
吊
込
み
　
其
面
に
は
飾

　
金
張
を
用
ひ
な
か
つ
な
○
（
但
し
末
期
に
近
い
も
の
は
上

　
下
端
に
端
喰
を
入
れ
だ
か
も
知
れ
な
い
）
。

ε
し
て
お
い
て
よ
か
ら
う
。
さ
う
し
て
工
売
品
に
あ
う
て

は
、
扉
に
端
喰
を
入
れ
、
ま
た
蝶
番
で
吊
込
ん
だ
と
い
ふ

こ
ご
を
忘
れ
す
に
る
れ
ば
よ
ろ
し
い
の
で
あ
る
。

　
併
し
乍
ら
こ
、
に
一
つ
断
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
窃
盗
が

あ
る
。
夫
れ
は
法
隆
寺
中
門
及
び
歩
廊
の
板
扉
に
つ
い
で

で
あ
る
Q
双
方
共
何
れ
も
数
枚
の
板
を
合
せ
、
上
下
に
は

端
喰
が
入
れ
て
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
扉
は
勿
論
當
初
の
も

の
で
は
な
い
、
け
れ
こ
も
當
初
か
ら
か
う
で
あ
っ
た
が
、

或
は
當
初
は
金
堂
や
塔
の
、
如
く
切
放
し
の
…
枚
板
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
餓
曙
四
號
　
　
　
一
　
嚇
手
鑑
　
（
山
ハ
ニ
○
）

つ
た
の
が
、
後
に
今
の
様
に
な
っ
た
の
か
、
何
れ
で
あ
る

か
明
ら
か
で
な
い
。

　
中
門
や
歩
廊
は
、
金
堂
や
塔
に
比
べ
れ
．
ば
、
い
ふ
迄
も

な
く
重
要
の
度
に
於
い
て
差
が
あ
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら

何
も
骨
を
折
っ
て
一
枚
板
に
せ
諏
で
も
、
最
重
要
の
さ
へ

さ
う
し
て
お
け
ば
、
こ
の
方
は
寄
せ
集
め
板
の
端
喰
入
で

澤
山
で
あ
ら
う
Q
つ
ま
ら
ぬ
所
へ
金
を
か
け
て
無
駄
な
こ

ご
を
せ
ぬ
で
も
い
、
。
賢
明
な
昔
し
の
建
築
家
は
そ
ん
な

つ
ま
ら
汲
事
は
必
ず
し
な
か
っ
た
に
蓮
ひ
な
い
。

　
併
し
或
は
こ
れ
等
は
現
代
の
李
凡
な
頭
か
ら
罰
り
毘
し

た
考
へ
で
、
當
時
は
材
料
も
豊
富
で
あ
っ
た
し
、
左
程
倹

約
せ
ぬ
で
も
よ
か
っ
た
ら
う
、
其
上
物
が
物
だ
か
ら
、
多

分
同
じ
様
な
一
枚
板
を
用
ひ
た
が
、
後
世
修
補
の
際
一

事
實
こ
れ
馨
の
扉
の
材
料
は
新
し
い
一
i
に
今
み
る
機
な

も
の
に
遜
へ
た
の
で
あ
ら
う
。
こ
い
ふ
の
も
一
つ
の
考
へ

方
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
今
日
か
ら
は
確
か
な
こ
ご
は

鋼
ら
ぬ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・



　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
奈
良
時
代

　
ヘ
　
　
へ

　
前
期
に
於
い
て
も
爾
且
板
扉
で
あ
っ
た
ら
し
い
、
ご
い

ふ
の
は
同
じ
く
法
隆
寺
金
堂
及
五
重
塔
古
暦
の
夫
れ
を
み

る
ご
、
何
れ
も
板
か
ら
成
っ
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。

　
併
し
な
が
ら
其
様
式
は
前
代
の
ご
幾
分
異
り
、
金
堂
の

に
於
い
て
は
其
面
に
蓮
座
を
有
せ
る
饅
頭
型
の
金
銅
飾
金

具
を
四
列
四
行
に
打
つ
け
．
且
つ
其
上
の
方
に
は
連
子
窓

を
設
け
て
あ
る
か
ら
、
飛
鳥
の
に
比
べ
る
ご
大
分
に
賑
か

で
且
つ
立
涙
で
あ
る
．
而
も
こ
の
連
子
窓
は
ま
こ
ε
に
手

数
の
か
、
つ
た
仕
事
を
し
だ
も
の
で
、
九
本
の
連
子
は
何

れ
も
後
世
の
古
れ
の
如
く
、
別
の
木
を
削
っ
て
上
下
の
枢

に
蕾
め
入
れ
た
の
で
は
な
く
．
扉
か
ら
削
り
出
し
た
の
で

あ
る
Q
π
“
上
方
の
端
喰
轟
け
が
、
上
の
方
か
ら
簸
め
込

ん
で
あ
る
響
け
で
あ
る
。
五
重
塔
の
分
は
、
連
子
の
問
が

金
堂
の
、
標
に
す
い
て
は
み
す
、
恰
も
西
洋
洗
濯
板
の
如

く
接
著
し
て
み
る
上
に
、
謡
言
か
ら
押
し
つ
ぶ
し
た
機
に

扁
李
な
域
が
あ
る
、
其
つ
ぶ
れ
だ
洗
濯
板
は
や
は
り
刻
み

　
　
　
第
十
一
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

出
し
に
な
っ
て
み
る
。

　
他
の
例
は
藥
師
寺
東
塔
裳
層
の
扉
で
、
法
隆
寺
の
に
比

べ
る
ε
大
分
糧
末
で
あ
る
が
，
こ
れ
も
亦
同
じ
く
板
扉
で

あ
・
（
第
百
十
九
岡
◎
）
。
た
盛
は
大
藩
感
涙
な
建
物
で
あ
る
か

ら
扉
も
入
念
に
製
作
し
た
の
で
あ
ら
う
、
乱
れ
に
比
べ
る
．

ご
此
れ
は
さ
う
立
案
に
す
る
必
要
も
な
か
っ
た
せ
い
も
あ

ら
う
、
甚
だ
簡
軍
で
あ
る
Q
尤
も
こ
の
扉
は
善
導
の
も
の

で
な
く
て
、
初
め
は
立
干
で
あ
っ
淀
の
を
後
に
か
う
し
た

の
か
も
知
れ
澱
が
、
遺
物
に
乏
し
い
今
ロ
、
姑
く
こ
の
抜

扉
を
以
て
當
初
の
式
を
踏
襲
し
だ
も
の
ε
考
へ
て
お
く
。

　
他
に
は
事
物
が
な
い
か
ら
、
以
上
の
他
に
種
類
が
あ
っ

だ
か
否
か
鋼
ら
澱
。
前
代
に
玉
鐙
厨
子
を
引
合
ひ
鵠
し
た

如
く
。
當
代
で
は
橘
夫
人
厨
子
の
例
に
よ
る
ε
、
彌
陀
三

奪
の
・
籠
の
扉
は
、
端
喰
附
の
板
扉
で
蝶
番
で
吊
込
ん
で
あ

る
。
ま
π
禽
龍
王
寺
五
重
小
塔
に
は
、
扉
が
一
枚
も
残
っ

て
ゐ
ぬ
か
ら
鋼
ら
ぬ
が
、
も
し
あ
っ
π
ら
勿
論
板
扉
で
あ

っ
た
ら
う
し
、
さ
う
し
て
や
は
り
蝶
番
で
吊
っ
て
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
第
四
独
　
　
　
一
一
・
七
　
（
山
ハ
ニ
ー
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
，
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

に
違
ひ
な
い
、
な
せ
な
ら
方
立
に
蝶
番
を
打
ち
つ
け
た
あ

ご
が
残
っ
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
同
後
期
ま
だ
前
期
ご
大
差
な
い
が
、
逡
物
か
ら
い
ふ
ε

三
種
位
を
畢
げ
る
こ
と
が
出
島
る
つ

　
最
初
に
爆
ぐ
る
例
は
飛
鳥
時
代
に
逆
戻
り
を
し
た
機
な

切
う
放
し
端
喰
な
し
の
板
扉
で
、
上
山
寺
入
角
圓
堂
の
が

減
れ
で
あ
る
。
し
か
し
此
の
例
に
於
い
て
は
、
扉
の
尋
合

せ
は
中
央
に
な
く
て
、
少
し
く
一
方
に
よ
っ
て
み
る
、
さ

う
し
て
片
方
の
扉
か
ら
召
合
せ
の
ご
こ
ろ
に
四
角
な
部
分

が
刻
み
出
し
て
あ
る
（
第
百
二
十
｝
翻
⑧
）
。
こ
れ
は
お
そ
ろ
し
蒜

料
が
徒
に
な
る
の
で
、
こ
れ
丈
け
の
も
の
を
一
枚
板
か
ら

つ
く
b
出
す
だ
め
に
は
、
殆
ん
ざ
倍
の
厚
さ
の
木
が
必
要

で
あ
る
。
其
上
に
そ
れ
を
薄
く
す
る
た
め
、
手
間
も
随
分

に
か
、
る
。
尤
も
斯
…
糠
な
仕
事
を
し
て
あ
る
の
は
、
先
年

た
い
一
所
に
残
っ
て
み
た
丈
け
で
、
あ
ご
は
い
、
加
減
な

扉
が
釣
込
ん
で
あ
っ
た
の
を
、
大
正
の
初
め
に
大
修
理
を

し
た
時
に
、
こ
の
唯
一
枚
残
っ
て
み
た
扉
に
倣
ひ
、
あ
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
四
號
　
　
　
一
　
一
入
　
　
（
山
ハ
ニ
ニ
）

の
三
筒
所
の
出
入
ロ
の
を
ε
り
か
へ
た
か
ら
，
今
で
は
一

見
皆
か
う
な
っ
て
み
る
標
に
見
え
る
が
、
今
の
は
・
甲
央
の

四
角
な
ご
こ
ろ
は
【
枚
板
か
ら
く
b
出
し
て
は
な
い
、
か

や
う
な
手
間
の
か
、
る
無
駄
な
仕
事
は
広
し
で
な
く
て
は

出
方
か
ね
る
、
だ
か
ら
此
の
部
勢
は
四
角
な
木
を
削
っ
て

打
ち
つ
け
て
あ
る
の
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
こ
の
種
は

二
代
に
於
け
る
最
も
簡
軍
な
扉
の
例
で
あ
る
。

　
次
は
板
扉
に
飾
金
具
を
打
つ
だ
も
の
で
、
唐
招
提
寺
金

堂
の
》
標
な
の
が
郭
．
ち
直
れ
で
あ
る
。
至
れ
は
第
百
二
十

圖
◎
・
⑮
及
第
百
二
十
七
圖
に
示
し
た
断
り
の
鰻
頭
型
で
、

木
製
漆
箔
で
あ
る
か
ら
　
ほ
ん
ざ
う
は
金
具
で
は
な
く
て

「
木
具
」
で
あ
る
。
例
へ
浮
苔
製
で
あ
っ
て
も
さ
う
だ
が
、

殊
に
木
製
で
は
た
や
飾
り
に
な
る
書
け
で
、
全
く
以
て
こ

け
威
に
過
ぎ
澱
の
で
あ
る
。
其
上
に
「
入
双
」
も
あ
る
が
、

こ
れ
は
立
派
に
金
銅
で
あ
る
。
さ
う
し
て
扉
其
物
は
板
を

合
せ
て
裏
に
は
適
當
の
聞
隔
に
桟
を
打
っ
て
あ
り
、
上
下

の
入
双
は
裏
に
も
ま
わ
っ
て
其
部
の
…
穫
に
ご
り
つ
け
て
あ

、



・
か
ら
、
如
何
に
も
外
魏
幾
夫
言
に
見
え
・
（
趙
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
コ
　
　
　
　
　
　

　
法
隆
寺
倭
心
経
藏
階
上
東
側
の
扉
は
、
隠
宅
x
巾
。
0
×

　
＋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
4

厚
2
2
で
、
下
方
に
二
列
入
行
に
合
計
十
六
個
の
饅
頭
型
金

　
0
．

銅
飾
金
具
を
打
ち
、
上
の
方
に
は
同
じ
く
洗
濯
板
式
の
連

子
窓
が
刻
ん
で
あ
る
が
、
扉
の
単
層
を
少
し
く
ほ
り
込
み
、

其
板
か
ら
連
子
が
繰
り
出
し
て
あ
る
か
ら
、
金
堂
裳
暦
の

夫
れ
の
如
く
問
が
離
れ
て
み
る
け
れ
ご
も
、
間
は
つ
ま
っ

て
み
る
、
だ
か
ら
丁
度
洗
濯
板
の
鋸
歯
型
の
ε
こ
ろ
を
少

し
つ
つ
間
を
離
し
た
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
爾
ほ
こ
の
扉

は
當
初
か
ら
こ
》
の
で
あ
っ
た
か
ざ
う
か
疑
問
で
あ
る
の

み
な
ら
す
、
下
方
を
切
断
し
て
こ
、
に
用
ひ
た
も
の
、
如

く
、
そ
の
召
合
せ
の
こ
こ
ろ
は
、
た
ご
つ
け
を
よ
く
す
る

た
め
か
相
応
き
に
し
て
あ
る
。
こ
ん
な
扉
を
相
敏
き
に
し

た
例
は
、
あ
る
の
か
も
知
れ
ぬ
が
私
は
つ
い
こ
れ
ま
で
篭

り
見
た
こ
ご
が
な
い
。
第
百
二
十
⊥
ハ
圖
に
其
一
部
を
清
掻
ハ

に
出
し
て
お
い
た
か
ら
就
て
槻
ら
れ
度
い
Q

　
此
の
種
の
板
扉
で
は
、
法
隆
寺
三
無
藏
内
の
に
類
例
が

　
　
　
第
十
一
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
矯
本
古
建
築
硯
究
の
栞

あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
金
銅
饅
頭
型
の
飾
金
具
が
打
っ
て
あ

る
（
第
百
二
十
圃
⑭
）
。
以
上
の
筆
癖
か
ら
み
る
ど
、
禅
門
金
具
を

打
つ
た
の
ば
、
溢
血
に
は
相
當
に
あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
ご

思
は
れ
る
。

　
創
立
當
時
の
東
大
寺
大
佛
殿
の
扉
も
亦
縦
に
澤
山
の
割

合
に
巾
の
狡
い
板
を
接
ぎ
、
其
面
に
金
銅
飾
金
具
を
打
っ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
其
圖
は
信
貴
山
絡
縁
起
を
み
れ
ば
か

い
て
あ
る
。
　
　
，

　
要
す
る
に
奈
良
時
代
の
扉
は
前
後
期
を
通
じ
て
、
次
の

様
に
し
て
お
け
ば
よ
か
、
ら
う
、
師
ち

　
板
扉
で
、
一
枚
板
の
時
ご
、
二
枚
以
上
、
場
合
に
よ
り

　
て
は
多
く
の
板
を
接
ぎ
合
せ
て
造
り
、
ま
た
上
下
端
は

　
「
切
り
放
し
」
の
ご
「
端
喰
」
を
入
れ
た
の
こ
あ
り
、
板
に

　
は
厚
い
の
も
薄
い
の
も
あ
る
。
時
に
は
裏
面
に
適
當
の

　
間
隔
に
淺
を
打
つ
。
表
面
は
各
種
の
飾
金
具
又
は
類
似

　
の
も
の
で
飾
る
こ
ご
も
あ
る
。
上
部
に
連
子
窓
を
つ
く

　
る
時
は
、
其
連
子
が
連
績
せ
る
ご
相
嘗
の
間
隔
に
配
置

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
　
一
鵡
ル
　
（
山
ハ
ニ
三
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
口
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
さ
れ
た
の
ご
あ
る
。
木
部
丹
、
連
子
緑
青
塗
。

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
雫
安
蒔
代

に
入
っ
て
も
別
に
饗
つ
た
も
の
も
忠
來
す
、
前
代
の
綴
承

で
あ
っ
た
ご
恩
は
れ
る
。
殊
に
扉
に
金
具
を
打
つ
ε
い
ふ

こ
ご
は
、
扉
其
物
を
立
派
に
且
つ
丈
夫
に
見
せ
る
か
ら
、

こ
れ
は
大
分
入
氣
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
す
つ
ど
後
世
迄
も

行
は
れ
た
。

　
ヘ
　
　
へ

　
前
期
の
例
は
室
生
寺
に
あ
る
丈
け
で
あ
る
が
、
塔
の
は

板
扉
で
何
れ
も
「
端
喰
唱
及
「
定
規
緑
」
が
つ
い
で
み
る
。
こ

れ
は
當
初
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ざ
う
か
、
今
記
憶
し
て
居

ら
ぬ
。
同
業
金
堂
正
面
詰
論
中
央
三
問
の
は
新
し
い
、
後
面

中
央
の
間
の
も
い
け
な
い
。
内
外
陣
境
雨
湿
の
間
の
も
同

機
で
あ
っ
た
こ
思
ふ
。
元
來
あ
の
堂
は
當
初
五
聞
四
面
入

母
屋
造
で
あ
っ
た
時
は
、
今
の
正
蕎
の
如
く
中
央
三
聞
が

，
板
扉
で
爾
端
は
連
子
で
あ
っ
た
事
は
想
像
に
難
く
な
い
、

寛
文
年
間
に
戸
立
を
附
加
し
た
ご
き
、
今
の
如
く
中
三
問

を
愚
子
と
し
、
爾
端
の
聞
に
板
扉
を
誘
込
ん
で
毘
入
降
ご

　
　
　
　
　
　
　
策
閃
【
號
　
　
　
一
二
〇
　
　
（
山
ハ
ニ
四
）

し
た
も
の
ご
思
ふ
。
其
時
に
右
い
戸
を
何
れ
も
よ
し
て
新

し
い
の
ご
と
り
か
へ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
さ
う
す
る

ご
此
の
期
の
扉
は
こ
う
で
あ
っ
た
か
判
h
・
か
ね
る
。
た
や

端
喰
を
入
れ
た
定
規
縁
の
あ
る
板
扉
で
あ
っ
だ
ら
う
ご
思
，

ふ
眠
け
で
あ
る
〇
五
重
塔
の
は
或
は
古
い
の
で
は
な
か
っ

た
か
ご
思
ふ
か
ら
、
今
は
夫
れ
に
よ
り
か
う
想
像
を
し
た

の
で
あ
る
。

　
ヘ
　
　
へ

　
後
期
の
は
方
々
に
あ
る
が
、
先
づ
實
例
を
鳳
鳳
堂
の
扉

に
ご
る
こ
ご
に
す
る
。
鳳
鳳
堂
の
正
面
三
箇
所
の
扉
は
、

何
れ
も
表
面
に
六
葉
座
の
金
銅
飾
金
具
ご
入
双
金
物
ご
を

打
ち
、
裏
面
に
は
有
名
な
絵
が
描
い
て
あ
る
か
ら
、
開
い

て
も
閉
ぢ
て
も
甚
だ
美
事
で
あ
る
（
第
百
二
十
　
覇
◎
）
。
但
し
こ
れ

は
断
面
圏
で
み
る
通
り
、
爾
面
か
ら
板
を
打
ち
つ
け
て
こ

し
ら
へ
て
あ
る
か
ら
、
い
は
い
張
子
で
あ
る
、
か
う
す
れ

ば
材
料
は
少
な
く
て
す
む
が
、
こ
れ
は
木
材
倹
約
の
た
め

に
し
た
こ
解
姦
し
て
は
よ
く
な
い
。
あ
れ
丈
け
の
善
美
を

盤
し
た
建
物
に
、
扉
の
材
料
縮
け
を
倹
約
す
る
筈
は
な
い
。

、
宰

㌣
，



あ
れ
は
か
う
し
た
方
が
扉
一
身
は
偉
く
な
る
し
、
ま
た
狂

ひ
も
少
な
く
な
る
し
、
其
上
撃
つ
れ
ば
一
枚
板
で
造
っ
た

ε
同
じ
で
、
飾
金
具
で
立
涙
に
見
え
る
り
裏
に
は
糟
を
描

く
の
だ
か
ら
、
若
し
板
が
実
れ
た
り
し
て
は
志
野
も
悪
い
。

め
の
標
に
し
て
つ
く
っ
て
お
け
ば
、
さ
う
い
ふ
心
配
は
全

く
無
用
で
あ
る
、
だ
か
ら
世
が
進
む
に
從
ひ
漸
々
巧
者
に

な
り
、
あ
、
い
ふ
も
の
を
造
る
様
に
な
っ
た
の
で
あ
ら
う
。

　
法
界
寺
阿
彌
陀
堂
の
で
も
、
や
は
り
さ
う
で
あ
っ
た
ご

思
は
れ
る
。
此
の
堂
は
正
面
何
れ
も
蔀
格
子
で
、
今
で
は

中
央
の
間
も
さ
う
な
っ
て
み
る
が
、
以
前
は
少
な
く
こ
も

こ
の
部
分
丈
け
は
板
扉
が
昂
込
ん
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

理
由
は
今
で
も
此
の
部
分
の
上
長
押
の
下
端
に
、
軸
摺
の

孔
が
二
つ
あ
い
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。
上
に
埋
け
孔
が
あ

っ
て
、
下
の
二
重
長
押
の
上
端
に
は
な
い
が
、
こ
れ
は
扉

が
亡
く
な
っ
て
か
ら
、
何
回
か
入
口
の
ε
こ
乃
は
修
理
を

さ
れ
た
、
め
、
再
び
扉
を
つ
け
ぬ
以
上
、
全
く
必
要
の
な

い
孔
を
省
い
て
了
つ
た
の
で
あ
ら
う
Q
斯
…
棲
な
容
｛
例
は
こ

　
　
　
第
十
一
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
E
本
古
建
築
研
究
の
栞

れ
の
み
で
は
な
く
、
ま
だ
他
に
も
あ
る
Q
現
在
此
の
堂
の

側
面
や
背
面
に
あ
る
板
扉
に
は
何
等
の
装
飾
も
な
い
が
、

こ
れ
は
場
所
が
場
所
だ
か
ら
多
分
か
う
簡
軍
に
し
た
の
で

若
し
正
面
の
が
残
っ
て
み
た
ら
、
こ
れ
丈
け
は
恐
ら
く
鳳

鳳
堂
式
、
郎
ち
前
代
式
で
必
ず
や
飾
金
具
を
以
て
装
飾
し

て
あ
っ
た
ビ
思
は
れ
る
の
で
あ
る
。
併
し
彼
れ
の
如
く
此

れ
亦
工
面
か
ら
板
を
打
ち
つ
け
た
張
子
で
あ
っ
た
か
、
或

は
招
提
寺
金
堂
の
様
な
の
で
あ
っ
た
か
は
到
ら
ぬ
。

　
當
代
に
は
一
方
斯
様
な
立
派
な
の
が
あ
る
ご
同
時
に
何

の
飾
り
も
な
い
至
極
簡
軍
な
の
が
あ
っ
た
が
、
【
聾
定
規
緑
L

は
完
全
に
登
達
を
し
た
ら
し
い
。
こ
の
「
定
規
縁
」
こ
い

ふ
の
は
、
扉
の
召
合
せ
の
こ
こ
ろ
を
禮
裁
を
よ
く
す
る
た

め
、
爾
開
板
黒
め
一
方
の
遊
離
端
の
全
長
に
浩
ひ
て
縦
に

打
っ
た
木
の
名
で
、
多
く
は
琳
の
贋
い
面
を
ご
り
、
普
蓮

蕊ハ

ﾊ
を
除
い
た
部
〃
分
に
、
款
遡
轡
鴎
の
問
一
隔
に
四
葉
叉
己
ほ
山
ハ
曲
業

を
飾
り
に
打
つ
た
も
の
で
あ
る
（
第
百
二
十
一
圃
＠
）
。

　
部
ち
前
代
に
於
い
て
は
ま
だ
原
始
歌
態
に
あ
っ
て
、
甚

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
〔
號
　
　
　
一
二
一
　
（
山
ハ
ニ
五
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
g
本
古
建
築
研
究
の
栞

だ
形
式
的
で
あ
っ
た
も
の
一
榮
山
寺
入
角
圓
堂
異
稽

㌔
）
の
如
き
一
が
常
代
に
な
っ
て
は
装
飾
を
兼
ね
た
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

用
的
の
も
の
に
進
化
し
た
の
で
あ
る
。
而
も
こ
の
楼
に
な

っ
て
か
ら
は
、
最
早
一
枚
板
か
ら
刻
み
出
す
楼
な
こ
ご
は

し
な
い
、
別
に
つ
く
っ
て
打
ち
つ
け
て
み
る
。
實
例
は
同

じ
く
こ
の
阿
彌
陀
堂
に
あ
る
。
第
百
二
十
一
圖
＠
に
掲
げ

た
の
は
富
貴
寺
大
黒
の
で
、
こ
れ
は
今
を
選
る
十
五
年
許

，
り
以
前
に
修
理
を
し
た
頃
に
、
文
部
省
宗
数
局
に
於
い
て

作
製
さ
れ
た
聖
駕
に
擦
り
、
全
部
復
原
し
て
呂
込
ん
だ
の

で
あ
る
か
ら
、
材
料
は
堅
く
新
し
い
が
、
機
外
は
李
安
時

代
の
を
墾
碧
し
て
出
來
た
の
だ
か
ら
古
し
の
型
を
よ
く
あ

ら
は
し
て
み
る
。

　
或
は
ま
た
扉
杢
部
を
漆
箔
で
金
色
こ
し
、
上
下
に
二
枚

づ
、
重
ね
て
金
銅
の
入
双
金
物
を
打
つ
た
中
奪
寺
金
色
堂

の
遷
れ
の
如
き
は
、
全
勝
が
表
も
裏
も
金
色
燦
欄
た
る
も

の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
な
ご
は
極
端
な
贅
澤
扉
ご
い
へ
る

で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
第
【
四
號
　
　
　
一
二
ニ
　
　
（
山
ハ
ご
山
ハ
）

可
な
り
有
名
な
白
水
阿
彌
陀
裳
離
鰭
城
）
の
正
面
中

の
間
に
は
、
爾
折
爾
開
板
扉
が
吊
り
込
ん
で
あ
る
。
私
は
こ

の
扉
が
當
初
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ご
う
か
記
憶
が
な
い
。

穿
初
の
も
の
で
あ
ら
ば
問
題
は
な
い
が
、
さ
う
で
な
い
こ

す
る
ご
或
は
比
尤
年
修
理
の
際
に
在
來
の
型
に
倣
っ
て
新
造

し
た
も
の
か
、
或
は
全
然
失
は
れ
て
臨
時
の
扉
で
間
に
合

せ
て
あ
っ
た
の
を
、
大
概
か
う
で
あ
っ
た
ら
う
ご
想
像
し

て
復
原
し
た
も
の
か
、
何
れ
か
で
あ
ら
う
。
此
の
堂
に
於

い
て
は
柱
の
問
が
相
當
に
贋
い
か
ら
、
爾
折
に
で
も
し
な
、

け
れ
ば
扉
は
甚
だ
不
格
好
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら

假
に
材
料
は
新
し
く
ご
も
、
當
初
か
ら
か
う
で
あ
っ
た
ビ

し
て
よ
か
ら
う
。
さ
う
す
る
ご
爾
折
は
少
な
く
こ
も
こ
の

時
代
か
ら
あ
っ
た
こ
し
て
い
、
こ
ご
に
な
る
。

　
つ
ま
り
熱
雲
の
扉
は
一
口
に
い
ふ
ε

　
板
扉
は
常
に
上
下
端
に
端
喰
を
入
れ
、
定
規
縁
は
完
全

　
に
獲
達
し
、
其
部
に
装
飾
ド
噛
し
て
四
葉
叉
は
六
葉
を
打

　
つ
た
の
も
あ
っ
た
。
ま
た
爾
面
よ
り
板
を
張
り
、
表
面

’



　
は
六
葉
座
の
金
銅
飾
金
具
及
び
入
双
、
裏
面
は
極
彩
色

　
で
装
飾
書
を
描
い
た
も
の
、
或
は
全
部
漆
箔
を
施
し
た

　
も
の
も
あ
っ
た
。
爾
折
爾
開
板
扉
は
こ
の
時
代
か
ら
出

　
凍
た
の
で
あ
ら
う
。

ご
い
ふ
こ
ご
に
な
ら
う
。

　
尤
も
扉
の
召
合
せ
の
ε
こ
ろ
に
打
つ
定
規
縁
に
つ
い
て

は
、
以
上
記
し
た
通
り
奈
良
時
代
に
其
原
始
的
の
も
の
が

あ
っ
た
が
、
登
達
し
た
の
は
宴
安
ご
思
ふ
。
奈
良
時
代
の

も
の
で
現
存
し
て
み
る
の
も
つ
い
未
だ
見
た
事
が
な
い
。

然
る
に
『
建
築
宇
彙
』
に
は
定
規
繰
の
欄
に

　
…
…
天
李
寳
字
年
間
の
古
交
書
二
「
β
糠
扁
枝
」
ト
ア
ソ

　
廣
五
寸
厚
二
寸
ノ
木
ニ
シ
テ
帥
チ
東
大
寺
扉
ノ
定
規
繰

　
ナ
ジ
。
其
事
日
量
に
同
ジ
。
和
名
抄
ニ
ハ
蝶
字
を
用
ピ

　
ア
リ
。

ビ
あ
る
。
天
李
懸
字
離
塁
の
古
文
書
ご
ば
か
り
で
月
臼
が

判
ら
な
い
し
、
著
者
た
る
中
村
博
士
は
こ
こ
で
見
ら
れ
た

か
も
鋼
ら
ぬ
が
、
私
は
『
大
日
本
古
交
書
』
の
天
李
苗
字
の

　
　
　
第
十
一
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
H
本
古
建
築
研
究
の
栞

部
分
を
丹
念
に
調
べ
た
こ
こ
ろ
、
同
六
年
二
月
三
十
日
、

『
山
作
所
轄
　
申
二
月
告
朔
事
』
の
う
あ

　
戸
鍵
一
観
血
㌔
藪
四
尺
慶
五
寸

　
　
　
　
工
一
人
（
『
大
日
本
古
好
書
』
第
五
第
一
　
N
山
ハ
頁
）

ご
あ
っ
た
か
ら
、
多
分
こ
れ
で
あ
ら
う
、
「
膜
」
と
「
牒
」
ご
は

同
じ
字
で
共
に
「
テ
フ
」
、
「
蝶
」
も
同
じ
登
音
も
あ
る
が
、

漢
字
ε
し
て
の
意
味
は
全
く
異
る
の
で
あ
る
。
『
古
事
類

苑
』
居
館
部
十
入
戸
の
部
に

．
題
名
類
聚
黙
戸
惑
〕
戸
蝶
犠
云
鍵
爆
藪
禦
葡
、

誘
銅
鎌
也

タ
く，

オ
〔
箋
注
倭
名
類
聚
笹
戸
具
〕
簾
丁
丁
、
蝶
與
渉
切
、

　
　
與
レ
葉
同
誌
、
説
文
、
徐
苦
同
、
此
無
駄
式
渉
反
一
潜
、
葉

　
　
叉
有
二
式
病
毒
画
一
、
蓋
因
〆
之
而
誤
也
、
戸
帖
木
、
施
扇

　
　
労
一
、
所
露
以
藪
一
塞
爾
扉
之
隙
一
者
、
太
帥
宮
式
、
牒
釘
覆

　
　
金
者
、
謂
w
覆
面
牒
於
扉
一
重
痕
之
飾
占
也
、
今
被
障
子
、

　
　
猫
有
二
帖
木
板
、
…
…
唐
解
同
、
説
文
、
鍵
蝶
也
、
蝶
、

　
　
鎌
也
、
徐
鋼
日
、
今
言
［
鍛
葉
一
也
、
正
字
蓮
云
、
蝶
蝶

　
　
　
　
　
　
　
，
第
四
號
　
　
　
一
ご
三
　
（
六
二
・
七
）



，

　
　
　
第
十
甲
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
録
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
　
互
訓
、
未
レ
詳
、
一
説
銅
器
椎
錬
成
“
片
者
口
撫
糀
、
如
露
串

　
　
制
一
葉
爲
　
一
弦
之
類
毒
、
按
説
交
、
某
、
某
簿
也
、
凡

　
　
從
某
字
、
危
篤
簿
之
義
、
如
一
葉
簗
牒
牒
傑
一
品
是
、
則

　
　
徐
氏
鐵
葉
、
屡
氏
銅
鐵
椎
錬
成
レ
片
里
説
、
並
可
レ
從
、

　
　
但
以
レ
蝶
爲
塩
戸
帖
本
者
、
恐
非
串
漢
名
一
、

ご
あ
る
。
乱
撃
の
鎌
の
字
の
意
味
が
こ
う
あ
ら
う
こ
も
、
支

那
の
名
で
な
か
ら
う
ご
、
ご
に
か
く
冠
本
で
は
「
定
規
線
」

の
意
に
用
ひ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
「
月
乃
丹
木
」
ご
あ
る
か

ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
南
窓
を
定
規
線
こ
す
る
ε
、
葡
×
鮪
×
q
2
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

巾
や
厚
に
奇
し
て
長
過
ぎ
は
せ
ぬ
か
、
併
し
そ
の
少
し
点

き
の
方
に

　
月
膝
｝
枝
脹
㌔
鰍
尊
翁

ご
あ
る
の
で
見
る
ご
、
二
つ
切
に
し
て
用
ひ
た
も
の
ら
し

ぐ
思
は
れ
づ
。
。
こ
の
方
は
巾
さ
ご
厚
さ
は
な
い
が
、
長
さ

は
前
の
ご
同
じ
で
あ
る
。
前
の
も
扉
二
枚
分
ご
假
定
し
、

二
つ
切
に
す
る
ご
丁
度
蜀
δ
℃
○
諄
…
o
嵩
が
よ
く
な
る
や
う
で

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
ご
四
　
（
山
ハ
ニ
八
）

あ
る
。
だ
か
ら
蝦
に
さ
う
ご
き
め
る
ε
、
奈
良
時
代
の
で

も
、
李
安
以
降
の
も
の
、
邸
ち
我
々
が
常
に
見
馴
れ
て
み

る
も
の
と
同
じ
標
な
血
合
で
あ
っ
た
ビ
考
へ
て
よ
さ
さ
う

で
あ
る
。

　
ご
こ
ろ
が
奈
良
興
編
寺
東
金
堂
の
扉
に
つ
い
て
み
る
定
．

規
縁
は
、
材
料
は
扉
其
物
よ
り
新
し
い
機
に
思
ふ
が
、
大

・
藩
×
麟
、
響
震
畜
産
二
寸
で
あ
る
、
讐
は

つ
い
測
定
し
た
こ
ご
が
な
く
て
目
分
量
で
は
あ
る
が
、
ざ

つ
ご
十
二
三
尺
（
こ
ミ
に
よ
つ
敦
ら
十
四
尺
？
）
位
あ
る
や
う
に
思
ふ
、
さ
う

す
る
ε
前
の
分
は
扉
｝
枚
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
し
、

ま
た
現
在
東
金
堂
の
分
で
も
、
さ
う
大
し
て
薄
過
る
ご
も

細
過
る
ε
も
思
は
澱
，
あ
れ
で
も
恰
好
が
ビ
れ
て
る
る
、

し
て
み
る
ご
あ
れ
は
猶
且
扉
一
枚
分
で
あ
っ
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
小
さ
な
こ
ε
で
は
あ
る
が
、
侮
將
來
よ
く
調
べ

て
み
て
、
若
し
聞
違
っ
て
み
る
こ
ご
に
氣
が
つ
い
た
ら
、

後
仁
訂
正
す
る
で
あ
ら
う
。

　
何
れ
に
し
て
も
こ
れ
を
定
規
線
ε
す
る
ご
、
奈
良
時
代



に
於
い
て
既
に
完
全
な
打
つ
け
た
の
が
あ
っ
た
謹
こ
な
し

得
る
が
、
だ
い
此
の
文
書
の
う
ち
の
二
所
に
畢
げ
て
あ
る

曵
け
だ
し
．
ざ
う
も
未
だ
鵬
に
落
ち
澱
か
ら
，
充
分
に
の

み
込
め
る
迄
は
、
あ
る
に
は
あ
っ
た
が
、
さ
う
澤
山
に
は

な
か
っ
た
ら
し
い
か
ら
、
立
楽
な
の
が
出
來
て
廣
く
用
ひ

ら
れ
毒
し
だ
の
は
、
築
安
時
代
か
ら
ε
し
て
お
く
。

　
カ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ゆ

　
鎌
倉
時
代

　
前
代
ご
大
差
な
い
。
郎
ち
其
表
面
に
若
干
の
距
離
間
隔

に
、
規
期
正
し
く
金
銅
飾
金
具
を
打
つ
た
も
の
ε
、
定
規

縁
に
丈
け
金
銅
又
は
合
爵
の
四
葉
等
を
打
ち
、
其
表
面
に

は
「
八
双
」
叉
は
「
老
入
双
」
を
打
っ
た
丈
け
の
が
あ
っ
た
、

さ
う
し
て
前
者
の
場
合
に
は
普
通
定
規
線
な
く
、
後
者
に

あ
b
て
は
大
概
定
規
縁
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
聯
璽
面
罵

鰺
）
。
入
双
金
物
に
も
ま
た
金
銅
ご
鐵
製
ε
あ
り
、
散
八
双

が
金
銅
の
場
合
に
は
、
其
衝
に
遊
花
唐
草
な
ε
を
毛
彫
に

し
た
の
も
あ
っ
た
。
尤
も
さ
う
い
ふ
の
は
、
厨
子
の
扉
な

ボ
に
多
い
の
で
あ
る
Q

　
　
　
第
十
剛
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
爾
ほ
ま
た
爾
折
爾
開
の
場
合
に
は
、
正
元
の
扉
ご
手
先

の
直
れ
ご
の
間
に
は
蝶
番
を
打
つ
が
、
其
蝶
番
に
は
時
代

の
特
徴
を
よ
く
現
は
し
だ
く
り
形
が
つ
け
て
あ
り
、
・
猪
の

目
の
形
ま
た
さ
う
で
あ
る
。
實
例
は
法
隆
寺
聖
露
院
内
陣

の
厨
子
及
び
同
寺
新
堂
正
面
ε
北
側
面
の
扉
ご
に
あ
る
，

前
者
の
場
合
は
金
銅
製
で
三
面
に
瀧
唐
草
を
毛
彫
に
し
て

あ
り
、
後
者
は
外
側
だ
か
ら
鐵
製
で
、
且
つ
其
面
に
は
別

段
何
も
飾
り
は
な
い
。

　
第
百
二
十
二
圖
◎
。
㊨
は
　
海
住
山
寺
（
鯨
梛
講
湘
礫
灘
癩

伽～

ﾆ
捧
綱
）
五
重
塔
の
内
陣
扉
で
あ
る
。
三
重
塔
や
五

重
塔
に
於
い
て
は
、
　
一
度
で
も
内
部
を
み
た
者
は
誰
れ
で

も
知
っ
て
み
る
筈
だ
が
笥
初
重
に
は
四
本
の
柱
一
こ
れ

を
「
四
天
柱
」
（
シ
テ
ン
ハ
シ
ラ
）
こ
い
ふ
一
i
が
遊
離
し
て
た
っ
て
み

る
。
さ
う
し
て
其
事
で
園
ま
れ
た
ε
こ
ろ
帥
ち
内
陣
、
又

は
画
一
ぱ
い
に
佛
壇
を
設
け
る
．
だ
か
ら
内
陣
柱
に
當
る

こ
の
四
天
柱
は
、
勿
論
講
造
上
大
に
必
要
で
あ
る
が
、
同

時
に
佛
壇
を
設
け
る
た
め
に
利
用
さ
れ
、
殊
に
後
方
の
二

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
ご
一
五
　
（
六
二
九
）
，



　
　
　
第
十
「
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
H
本
古
建
築
研
究
の
栞

本
の
柱
の
問
に
は
、
擦
が
二
重
目
で
穿
っ
て
る
る
場
合
、

例
へ
ば
後
世
の
三
重
塔
等
に
あ
り
て
は
、
殆
ん
ざ
常
に
壁

を
つ
く
り
、
罹
れ
に
耳
翼
を
接
し
て
造
っ
て
あ
る
の
で
あ

る
〇

　
五
重
塔
に
あ
っ
て
は
、
擦
は
殆
ん
ご
総
て
の
場
合
に
初

重
を
貫
い
て
み
る
。
其
意
は
、
中
央
の
大
礎
石
の
上
に
立

っ
て
る
る
か
、
叉
は
近
世
の
夫
れ
の
如
く
四
重
臼
か
ら
懸

垂
し
て
あ
る
場
合
に
も
、
下
に
は
礎
が
あ
っ
て
、
擦
の
下

は
柄
の
様
に
し
て
あ
り
、
其
礎
の
中
心
に
穿
た
れ
た
る
小

さ
い
凹
所
に
向
っ
て
み
る
。
だ
か
ら
大
概
の
場
合
に
は
、

四
方
へ
四
佛
（
往
昔
ば
繹
迦
の
一
代
駝
、
塔
二
塞
の
際
ほ
來
塔
に
因
相
西
塔
に
果
相
）
を
安
概
し
て
あ

る
。
さ
う
し
て
勿
論
柱
の
問
は
開
放
し
に
し
て
あ
る
。

　
然
る
に
玩
の
塔
に
於
い
て
は
、
四
天
柱
の
問
に
四
方
共

ヘ
ィ
ヂ
ク

　
　
　
　
　
ハ
ウ
タ
テ

露
軸
」
（
後
出
）
や
方
立
を
取
つ
け
、
立
派
な
板
扉
を
吊
込
ん
で

あ
る
の
み
な
ら
す
、
下
方
長
押
下
の
部
は
贈
爵
板
に
横
連

子
を
入
れ
て
あ
る
。
郎
ち
四
天
柱
で
取
り
園
ん
だ
部
分
を

厨
子
の
如
く
に
取
扱
つ
た
の
で
あ
る
Q
内
部
に
は
當
初
か

　
　
　
　
　
　
　
第
｝
幽
騨
甲
　
　
一
二
山
ハ
　
（
六
三
〇
）

ら
さ
う
で
あ
っ
た
か
ご
う
か
判
ら
訟
が
、
今
は
大
日
如
來

の
坐
像
一
章
を
安
置
し
て
あ
る
、
而
し
て
扉
の
裏
面
に
は

墨
書
、
厨
子
の
内
部
は
柱
・
方
立
・
長
押
。
無
目
等
、
随
所
極

彩
色
を
以
て
唐
草
や
…
幾
何
學
模
機
を
描
い
て
あ
る
が
、
其

丈
標
の
う
ち
に
は
甚
だ
珍
ら
し
い
、
例
へ
ば
大
和
吉
野
の

磨
世
奪
寺
中
－
俗
に
三
郎
の
鐘
と
い
ふ
－
上
帯
に
あ

る
一
種
の
唐
草
の
系
統
ご
思
は
る
、
、
泰
西
の
古
建
築
其

他
に
盛
に
用
ひ
ら
れ
た
る
》
o
妻
訪
器
唐
草
の
襟
な
の
が

描
い
て
あ
る
の
は
、
特
に
注
目
に
値
す
る
。

　
籐
り
に
厨
子
の
内
部
が
立
派
な
の
で
、
つ
い
横
遣
へ
入

り
過
ぎ
た
が
、
元
へ
蹄
っ
て
劔
て
斯
楼
に
四
天
柱
へ
扉
を

ご
り
つ
け
て
、
其
内
へ
野
選
を
ま
つ
り
、
ま
る
で
厨
子
の

機
に
し
π
の
は
、
近
江
大
嶺
の
園
城
寺
（
三
井
寺
）
三
重
塔
の

初
重
内
部
に
於
い
て
み
だ
ほ
か
、
私
は
つ
い
類
例
を
知
ら

ぬ
。
い
つ
迄
た
っ
て
も
縮
不
礎
見
聞
が
狡
く
、
他
に
あ
る

ご
か
無
い
ε
か
珍
ら
し
い
ご
か
さ
う
で
も
な
い
ビ
か
、
何

ご
か
い
ひ
き
る
こ
ご
が
出
來
か
ね
る
が
、
其
う
ち
心
懸
け

μ
ザ



て
調
べ
て
お
く
つ
も
り
で
あ
る
。

　
第
百
二
十
二
圖
に
は
、
季
立
圖
を
略
し
て
し
ま
っ
た
か

ら
判
ら
澱
が
、
扉
は
事
實
四
方
に
つ
い
て
み
る
、
さ
う
し

て
上
下
に
長
坤
が
あ
り
、
上
長
坤
の
上
は
直
に
小
組
格
天

井
で
あ
り
、
扇
の
内
部
は
佛
壇
に
な
っ
て
み
る
。
扉
は
外

面
に
六
葉
座
の
つ
い
π
金
銅
飾
金
具
を
四
列
三
行
に
、
上

下
の
列
は
銀
元
に
近
い
一
個
を
省
い
て
、
興
部
に
八
双
を

打
っ
て
あ
る
。
同
圖
◎
は
丁
度
西
側
の
で
、
こ
、
で
外
か

ら
攣
す
・
軍
器
鍵
孔
（
其
座
が
ね
の
形
に
注
意
ゼ
よ
。
同
歯
⑫
峯
照
）
嘉
あ

る
こ
ご
が
剣
ら
う
。
裏
面
に
は
入
双
が
ま
は
っ
て
み
る
ほ

か
、
手
先
の
上
下
部
及
中
央
に
必
要
な
金
具
が
打
っ
て
あ

る
丈
け
で
あ
る
（
同
圃
⑤
及
㊦
）
。
靡
の
厚
さ
は
僅
撫
で
あ
る
の

か
ら
み
て
も
、
其
表
面
の
六
葉
座
の
飾
金
具
（
◎
・
⑩
）
が
全

く
の
装
飾
で
、
下
用
の
黙
か
ら
い
へ
ば
、
あ
っ
て
も
な
く

て
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
こ
ご
が
知
れ
る
。

　
爾
ほ
こ
の
扉
は
鳳
風
堂
の
系
統
．
郎
ち
唐
招
提
寺
金
堂

の
系
統
、
も
う
一
つ
前
で
は
法
隆
寺
金
堂
及
塔
婆
裳
履
の

　
　
　
第
十
一
雀
　
　
研
究
の
栞
　
　
段
本
古
建
築
研
究
の
栞

夫
れ
の
系
統
で
あ
る
こ
ご
は
、
第
百
十
九
圖
以
下
を
比
較

し
て
み
る
迄
も
な
↑
、
最
も
明
瞭
な
こ
ご
で
あ
る
。
帥
ち

奈
良
時
代
前
期
か
ら
す
つ
ご
筋
を
引
い
て
み
る
の
で
、
た

や
李
安
以
降
六
葉
座
が
つ
い
た
融
け
の
こ
ご
で
あ
る
。

　
法
隆
寺
夢
殿
の
西
及
南
側
の
扉
に
は
、
表
裏
共
に
珍
ら

し
い
こ
ε
に
七
葉
座
の
金
具
が
打
っ
て
あ
る
（
聯
繭
砦
賄

籍
甚
糊
鯵
漏
壷
考
案
麟
鯖
儲
瞠
巖
）
。
こ
れ
も

こ
れ
も
皆
七
里
座
で
あ
る
〇
六
葉
か
八
葉
に
す
れ
ば
造
る

の
に
樂
で
あ
る
の
に
、
何
の
理
由
で
七
葉
に
し
た
の
か
ε

多
少
氣
に
な
ら
な
く
も
な
い
。
表
面
の
形
は
圖
に
明
ら
か

で
あ
る
が
、
裏
面
の
は
導
く
李
た
く
薄
く
て
少
し
膨
て
る

る
Q
故
に
表
裏
で
大
分
に
差
が
あ
り
、
分
て
其
匿
朋
は
明

瞭
で
、
開
閉
に
よ
り
威
じ
は
大
分
に
異
る
の
で
あ
る
◎
扉

は
三
枚
の
板
を
接
ぎ
、
且
つ
上
下
に
端
喰
が
入
れ
て
あ
る

が
、
材
料
は
総
て
嘗
代
の
も
の
ビ
思
ふ
。
こ
れ
は
敢
て
創

建
當
時
の
式
を
模
し
た
ε
せ
ぬ
で
も
、
母
御
に
於
け
る
大

修
理
に
際
し
て
、
既
に
失
は
れ
て
る
π
扉
を
此
の
時
の
式

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
二
七
　
（
六
三
一
）



　
　
　
第
十
一
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
臼
ホ
古
建
築
研
究
の
栞

で
新
し
く
造
っ
た
こ
し
て
も
よ
か
ら
う
。

　
第
百
こ
十
三
圖
は
扉
の
召
合
せ
に
定
規
縁
を
打
っ
た
一

例
で
あ
る
。
前
代
に
囑
す
る
の
で
は
法
界
寺
阿
彌
陀
堂
に

吊
込
ん
で
あ
る
扉
が
こ
の
種
で
あ
る
か
ら
、
郎
ち
あ
の
系

統
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
た
や
定
規
繰
へ
鐵
製
の
四
葉

を
適
當
の
距
離
に
打
ち
つ
け
た
丈
け
で
、
ま
た
八
双
も
前

，
圖
の
と
異
な
り
、
先
端
が
魚
の
尾
の
襟
に
二
つ
に
な
っ
て

み
る
（
第
百
二
十
三
圃
◎
及
⑯
の
下
踵
謬
照
）
。
鯉
入
双
金
物
の
・
ε
に
つ
い
て

は
、
〃
後
に
「
鮪
門
金
漆
ハ
」
の
欄
に
於
い
て
写
る
こ
ご
に
し
、
こ

　
、
で
は
斯
襟
な
金
具
に
先
が
尖
っ
た
の
こ
開
い
た
の
こ
二

種
類
あ
る
こ
ご
に
注
意
す
る
丈
け
に
止
め
て
お
く
。

　
　
又
當
代
に
は
「
散
八
双
」
を
打
つ
た
例
も
あ
る
。
敷
八
双

　
と
い
ふ
の
は
第
百
こ
十
四
圖
の
如
く
、
多
く
は
扉
の
四
隅

　
に
一
種
の
輪
廓
を
持
つ
た
略
三
角
形
の
金
具
を
打
つ
の
で

外
部
の
場
合
は
多
く
鐵
製
で
あ
る
が
、
内
部
殊
に
厨
子
の

　
扉
㎝
等
に
あ
り
て
は
、
間
々
金
銅
で
画
面
に
瀧
唐
草
を
毛
彫

　
に
し
た
り
し
て
み
る
、
さ
う
し
て
輪
廓
の
曲
線
も
し
っ
か

　
　
　
　
　
　
　
粥
～
四
號
　
　
　
一
二
八
　
（
六
一
ニ
ニ
）

b
し
て
み
る
の
が
あ
る
。
法
隆
寺
夢
殿
の
扉
に
も
打
つ
元

あ
ご
が
高
く
な
っ
て
残
っ
て
み
る
が
、
夫
れ
に
よ
る
と
頗

る
簡
軍
で
あ
っ
た
け
れ
ざ
も
、
形
は
非
常
に
よ
か
っ
た
こ

ご
が
判
る
。
ま
た
高
野
由
に
於
け
る
名
建
築
、
ご
い
ふ
よ

り
も
寧
ろ
傍
点
に
於
け
る
和
様
建
築
の
大
傑
作
の
一
た
る

不
動
堂
の
扉
に
も
、
四
隅
に
鐡
製
の
い
、
形
の
が
打
っ
て

あ
る
（
後
田
）
。
内
部
の
實
例
で
は
法
隆
寺
叢
院
厨
子
の
扉
＝
一

個
所
共
．
蔦
元
の
扉
の
軸
摺
に
近
い
と
こ
ろ
に
、
金
銅
で

何
れ
も
平
面
に
蓮
華
唐
草
を
毛
彫
に
し
た
の
が
打
ち
つ
け

て
あ
る
Q
故
に
髭
面
の
は

　
前
代
の
縫
承
で
、
其
面
に
適
嘗
な
る
距
離
間
隔
に
飾
金

　
具
を
打
つ
，
た
の
こ
然
ら
ざ
る
の
ε
あ
る
。
而
し
て
何
れ

　
も
八
双
金
物
が
俘
っ
て
み
る
。
入
双
に
は
普
通
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ

　
ご
散
ε
の
二
種
が
あ
っ
て
、
こ
の
二
種
は
同
時
に
用
ひ

　
ら
る
、
こ
ご
は
な
い
。
扉
面
全
禮
に
飾
金
具
を
打
っ
た

　
時
に
は
定
規
緑
を
用
ひ
澱
が
、
さ
う
で
な
い
場
合
に
は

　
多
く
こ
れ
を
用
ゆ
。
定
規
緑
に
は
必
ず
面
を
取
り
、
上



’

　
に
多
く
の
場
合
手
習
は
金
銅
の
飾
金
具
を
打
つ
。
　
一
枚

　
板
の
扉
は
殆
ん
ざ
な
く
，
多
く
は
数
枚
の
板
を
接
ぎ
合

　
せ
、
上
下
端
に
端
喰
を
入
れ
て
あ
る
。

位
の
ビ
こ
ろ
で
は
ご
う
で
あ
ら
う
か
。

＊
法
隆
寺
東
院
夢
殿
の
、
少
な
く
書
も
西
側
及
南
側
の
扉
に
に
、
．
散
八
双
な

　
打
つ
宏
の
で
あ
る
が
、
今
に
何
れ
も
ビ
れ
て
亡
い
。
．
こ
れ
に
其
都
に
金
具

　
の
か
六
定
要
塞
定
が
残
っ
て
み
る
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
。
さ
う
し
て
虻
ハ
上

　
に
入
双
が
あ
る
。
入
双
1
1
ま
つ
い
形
で
且
つ
鐵
製
で
に
あ
ろ
が
、
こ
れ
に

　
今
で
も
あ
ろ
。
こ
の
入
双
ミ
、
既
に
亡
く
な
つ
乳
散
八
双
ホ
が
同
時
に
存

　
在
し
敦
か
否
か
穿
問
題
で
あ
る
。
若
し
同
時
に
霧
在
し
乳
の
で
あ
ろ
亡
す

　
る
定
、
右
に
寵
し
カ
こ
♂
－
に
誤
り
定
な
ろ
。
併
し
既
に
散
八
双
が
失
に
れ

　
て
し
ま
つ
乳
後
に
、
鐡
製
八
双
た
打
つ
六
の
だ
定
す
る
ビ
、
差
支
に
な
い

　
こ
ミ
に
な
る
。
ご
う
も
つ
い
回
り
氣
潜
定
め
な
か
つ
六
の
で
、
双
方
併
用

　
の
例
が
他
に
あ
る
か
否
か
知
ら
ぬ
O
若
し
あ
っ
実
ら
其
時
坂
消
す
ミ
し
て
、

　
罵
れ
迄
に
「
併
用
ゼ
ら
れ
距
こ
ミ
に
な
い
」
書
し
て
お
く
O

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
へ

　
室
町
時
代
　
　
、

　
大
概
室
町
は
鎌
倉
の
踏
襲
で
あ
る
か
ら
．
前
代
ご
略
同

じ
で
あ
る
が
、
三
面
六
葉
座
の
飾
金
具
は
、
主
こ
し
て
復

古
建
築
に
用
ひ
ら
れ
た
も
の
、
如
く
、
最
前
寺
東
金
堂
に

實
例
が
残
っ
て
あ
る
（
躍
後
）
。
あ
れ
に
は
二
麟
六
列
五
行
に

　
　
　
第
十
「
巷
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
ホ
古
建
築
研
究
の
栞

合
計
三
十
個
の
金
具
が
打
っ
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
珍

ら
し
い
こ
ε
に
は
扉
の
爾
面
に
同
じ
も
の
が
同
じ
機
に
同

．
数
打
っ
て
あ
る
か
ら
、
開
い
て
も
撃
て
も
同
じ
様
な
外
概

を
呈
し
て
み
た
筈
で
あ
る
。
い
、
考
へ
で
は
あ
る
が
、
裏

も
表
も
全
く
同
じ
く
、
こ
れ
で
は
表
裏
の
廣
別
が
つ
き
か

ね
る
○
前
代
の
こ
こ
ろ
で
記
し
た
夢
殿
の
扉
の
飾
金
具
の

機
に
、
類
似
の
形
を
し
た
の
を
表
裏
に
打
つ
こ
ご
が
、
鎌

倉
に
あ
っ
た
以
上
、
當
代
に
あ
る
の
は
常
然
で
、
其
上
に

此
の
場
合
に
は
表
裏
共
同
じ
も
の
を
同
じ
に
並
べ
だ
の
だ

か
ら
、
一
層
進
歩
し
た
こ
も
い
へ
る
が
、
同
時
に
退
歩
即

ち
転
落
し
た
こ
い
へ
る
。
あ
る
物
恥
の
表
藤
も
裏
面
も
全

く
同
一
の
装
飾
法
を
採
用
す
る
な
ん
か
は
能
が
な
さ
…
過

　
る
。
多
少
の
涯
溺
は
つ
け
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
扉
は
正
面

．
三
個
所
山
廊
枚
の
う
ち
南
よ
り
北
へ
い
順
に
表
ご
裏
ビ
に

　
　
表
五
、
表
出
○
。
表
○
、
表
○
・
蓑
一
五
、
蓑
〇

　
　
　
　
　
　
三
。
裏
三
、
裏
↓
・
裏
・
入
、
護
○

　
　
裏
七
、
裏

・
丈
け
金
具
が
残
っ
て
み
る
。
完
全
な
ら
合
計
6
0
あ
る
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

も
の
が
、
僅
に
5
2
あ
る
の
み
で
、
0
8
は
完
全
に
盗
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
儒
鮒
…
臨
號
　
　
　
　
一
二
㌫
乃
　
　
（
山
ハ
頴
ご
二
）



　
　
　
第
十
一
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
、
「
こ
れ
以
上
は
盗
ま
れ
ぬ
標
に
何
ε

か
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
復
古
建
築
の
う
ち
で
も
、
喜
光
寺
金
堂
の
扉
の
如
き
は
、

鐵
製
の
立
騒
が
用
ひ
て
あ
る
曝
け
で
、
而
も
珍
ら
し
く
一

枚
板
で
、
面
に
整
列
し
て
み
る
金
具
は
一
つ
も
な
い
。
’
だ

か
ら
同
じ
復
古
建
築
で
あ
り
な
が
ら
，
前
者
に
あ
っ
て
後

者
に
な
い
ご
こ
ろ
を
み
る
ビ
。
主
ε
し
て
用
ひ
ら
れ
た
ら

し
い
ご
い
ふ
の
が
少
し
怪
し
く
な
る
が
、
ご
う
も
其
他
に

徐
り
例
を
知
ら
訟
か
ら
、
止
む
を
得
す
さ
う
書
い
た
の
で

あ
る
。
要
す
る
に
當
代
に
な
っ
て
か
ら
は
、
堂
搭
の
板
扉

に
金
具
を
行
列
さ
せ
る
こ
ビ
は
大
分
堕
落
し
穿
て
磨
れ
た

ら
し
い
の
で
あ
る
。

　
尤
も
門
の
扉
に
は
相
恩
養
相
當
に
こ
の
方
法
が
用
ひ
ら

れ
て
る
た
ら
う
ビ
思
は
れ
る
が
、
今
心
逼
り
が
な
い
。
夫

れ
に
引
か
へ
、
定
規
隷
を
打
つ
た
垂
璽
院
式
の
は
可
な
り

あ
っ
た
の
で
あ
る
，
帥
ち
同
じ
和
様
の
扉
で
も
　
金
具
の

行
列
を
や
め
て
，
さ
つ
ば
り
し
た
式
が
流
行
し
だ
し
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
第
一
四
號
　
　
　
一
三
〇
　
（
六
一
二
四
）

見
ら
れ
る
。
こ
れ
一
面
に
於
い
て
は
、
桟
唐
戸
が
盛
に
用

ひ
ら
れ
た
か
ら
で
も
あ
ら
う
が
、
ま
た
考
へ
や
う
に
よ
っ

て
は
、
奈
良
時
代
初
期
並
倉
、
支
那
直
寓
の
金
具
行
列
式

か
ら
漸
く
こ
の
時
代
に
な
っ
て
脱
離
す
る
こ
ビ
が
出
家
だ

の
だ
ご
も
い
へ
や
う
。
故
に

　
薬
代
も
亦
前
代
の
綴
承
で
あ
る
が
、
金
具
を
縦
穫
に
整

　
列
せ
し
め
て
装
飾
す
る
こ
ご
は
漸
く
嚢
へ
た
や
う
で
あ

　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

こ
い
ふ
こ
ε
に
露
着
す
る
で
あ
ら
う
。
序
な
が
ら
支
那
で

は
今
日
で
も
門
扉
な
ず
に
は
常
に
こ
の
此
の
飾
金
具
を
用

ひ
て
み
る
、
夫
れ
が
大
概
は
九
珂
九
行
師
ち
入
十
一
個
整

凋
し
て
み
る
か
ら
、
甚
だ
美
事
で
あ
る
。
柱
の
胴
張
・
地
圓

飛
角
の
二
重
軒
・
隅
の
扇
種
・
眞
反
り
等
ご
同
じ
く
、
門
扉

の
鰻
頭
金
具
も
我
身
で
は
早
く
す
た
っ
て
了
ひ
、
此
れ
に

代
る
に
四
葉
等
を
以
て
す
る
様
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
衷

い
か
。

　
ヤ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
を

　
桃
山
時
代

の
、



に
な
る
ご
．
淺
唐
戸
が
全
盛
ε
な
り
、
從
て
板
扉
は
余
り

振
は
な
い
。
爾
導
管
開
板
扇
の
用
ひ
ら
れ
て
る
る
一
例
を

畢
げ
を
，
大
和
の
法
華
寺
本
妻
嬬
彫
）
で
あ
る
。
門
の

扉
に
は
相
當
に
使
用
さ
れ
て
る
る
、
さ
う
し
て
こ
け
威
の

爲
…
め
に
．
金
具
を
面
に
行
列
さ
せ
て
あ
る
場
A
U
に
は
、
　
山
一

葉
座
へ
球
の
機
に
膨
れ
上
っ
た
も
の
を
打
つ
の
で
は
な
く

て
、
純
然
た
る
四
葉
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
夫

れ
が
其
ま
、

　
セ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
江
戸
時
代

に
移
行
し
て
み
る
。
第
百
二
十
五
圖
は
奈
良
市
官
幣
大
証

春
日
異
母
南
廻
廊
の
里
門
－
正
面
入
口
の
縷
門
に
向
て

右
郎
ち
東
方
復
．
廊
の
中
央
に
あ
る
小
門
i
の
扉
で
あ
る

が
、
鐵
製
の
四
葉
を
圖
の
如
く
に
並
べ
、
裏
面
は
其
部
に

横
淺
が
あ
り
，
且
つ
穫
の
上
か
ら
同
じ
く
鐵
製
の
饅
頭
難

物
を
打
ち
、
表
面
の
四
葉
の
脚
を
か
く
し
て
み
る
。
い
ふ
迄

も
な
く
此
の
場
合
に
限
ら
す
、
四
葉
は
た
“
座
に
過
ぎ
ぬ

の
で
、
蕊
あ
中
心
に
飛
び
姦
し
て
る
る
「
樽
の
口
」
（
一
に
「
花
蓋
」
）

　
　
　
第
十
一
巷
　
　
研
究
の
粟
　
　
日
本
吉
建
築
研
兜
の
栞

が
ほ
ん
ご
う
の
釘
の
頭
な
の
で
あ
る
。

　
此
の
四
葉
は
．
上
等
な
の
に
な
る
と
、
金
銅
叉
は
煮
黒

旦
暢
惣
餐
）
の
も
あ
る
。
或
は
ま
た
第
百
二
＋
六
圖
の

L
亡
く
、
忍
涙
に
見
せ
る
た
め
に
勤
臥
入
双
を
一
枚
に
っ
き
・
山
ハ

所
、
爾
…
折
の
た
め
扉
の
間
に
装
飾
附
蝶
番
三
所
打
つ
た
か

ら
、
｝
枚
の
黒
漆
塗
の
扉
は
九
個
所
で
全
色
燦
…
燗
ご
輝
き
、

洵
に
將
軍
の
威
光
に
相
癒
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
片
開
の
板
扉
に
お
そ
ろ
し
く
贅
主
な
の
が
、
臼
光

東
照
宮
の
笄
殿
に
用
ひ
ら
れ
て
る
る
。
全
量
黒
漆
塗
で
、

其
上
に
星
羅
が
金
蒔
檜
で
か
い
て
あ
る
、
さ
う
し
て
絡
に

妨
げ
に
な
ら
ぬ
様
に
、
こ
れ
も
一
面
に
唐
草
を
彫
刻
し
た

「
馬
入
双
」
が
四
隅
ご
中
央
、
師
ち
六
個
所
に
打
つ
，
て
あ
る

か
ら
、
見
た
こ
こ
ろ
ま
こ
ご
に
立
派
な
も
の
で
あ
る
。
こ

の
種
の
扉
は
本
殿
に
も
あ
る
Q
ま
た
大
望
院
に
も
蒔
絡
は

な
い
が
黒
漆
塗
の
が
用
ひ
て
あ
る
。

　
桃
山
江
戸
時
代
を
蓮
じ
て
の
板
扉
は

　
面
に
打
つ
飾
金
具
は
、
多
く
鐵
製
四
葉
で
あ
る
が
、
扉

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
三
一
　
（
六
三
五
）
・



評

第
十
一
巻
　
　
研
究
の
栞
　
　
日
本
古
建
築
研
究
の
栞

　
を
朱
或
は
黒
漆
に
て
塗
・
9
、
金
銅
叉
は
煮
黒
臼
の
を
打

　
つ
こ
ご
も
あ
る
。
ま
た
散
入
浴
も
扉
の
四
隅
丈
け
で
な

　
く
、
歯
元
及
手
先
の
中
央
に
も
用
ふ
る
襟
に
な
っ
た
。

　
穫
唐
戸
の
流
行
に
反
し
、
割
合
に
軍
純
な
板
扉
は
亙
り

　
賞
用
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
時
に
は
黒
漆
即
金
蒜
総
…
又
は

　
黒
漆
塗
で
、
金
銅
入
双
或
は
八
双
金
物
を
打
つ
た
も
の

等
も
あ
っ
た
。

の
で
あ
る
。
要
す
る
に
全
時
代
を
蓮
じ
て
徐
り
墾
つ
た
式

は
出
な
か
っ
た
の
で
あ
る
Q

＊

＊

＊

＊

　
次
回
は
鎌
倉
以
後
の
穫
唐
戸
に
就
て
蓮
べ
る
が
、
こ
の

方
は
後
世
に
な
る
と
甚
だ
復
雑
な
且
つ
贅
澤
な
も
の
が
出

來
だ
し
た
か
ら
、
板
唐
戸
程
簡
軍
に
は
い
か
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
正
十
五
年
六
月
三
十
日
稿
了
・
水
曖
。
曇
）

＊

7t

曇

＊

＊

逡
卸
O
前
號
に
記
し
表
留
蓋
の
二
例
な
追
蜘
た
し
て
お
く
〇
一
つ
は
磁
賀

縣
膳
所
町
の
膳
班
憩
甦
の
門
の
で
、
伏
鉢
型
の
瓦
製
の
留
蓋
の
中
央
に
、

御
幣
が
さ
し
て
あ
る
。
御
幣
に
下
か
ら
み
表
丈
げ
だ
か
ら
、
閲
二
っ
て
る

第
四
號

嚇
一
ニ
ニ
　
　
（
山
ハ
コ
一
山
ハ
）

る
か
も
知
れ
換
が
、
噛
磁
に
鋳
て
ゐ
乳
か
ら
、
ご
う
も
鐵
葉
か
何
か
で
こ

し
ら
へ
て
あ
ろ
の
で
に
あ
る
ま
い
か
ミ
思
に
れ
ろ
。
こ
の
揚
合
、
こ
の
御

幣
に
全
く
の
簸
り
で
、
何
の
役
に
も
六
っ
て
に
る
な
い
が
、
珍
ら
し
い
留

蓋
亡
い
へ
や
・
り
。
他
ぱ
す
つ
定
遠
方
だ
が
、
画
帳
北
本
線
宇
都
宮
翻
騨
の
僚
車

揚
の
入
口
の
上
に
あ
る
も
の
で
、
嚇
問
一
面
の
入
口
が
突
き
繊
て
る
ろ
が

北
ハ
屋
根
の
雨
端
に
に
車
輪
の
形
准
つ
け
表
留
蓋
が
用
ひ
て
あ
る
。
今
の
來

詑
本
線
住
元
ε
に
日
本
鐵
遺
三
瓶
倉
紅
の
巷
路
で
あ
っ
糞
の
で
、
こ
の
會

鮭
の
紋
蟻
に
鐡
道
に
用
ふ
る
寧
輪
で
あ
っ
雲
。
だ
か
ら
留
蓋
へ
も
常
隠
の

汽
罐
寧
。
客
寧
・
貨
物
車
の
横
腹
へ
つ
け
宏
定
陶
じ
紋
章
な
つ
け
て
、
大
に

職
蓮
の
隆
盛
為
見
ゼ
つ
け
象
の
で
あ
ら
う
。
誰
れ
の
頭
か
ら
寓
穴
の
か
知

ら
ぬ
が
F
、
ネ
帆
、
、
定
に
い
㌦
考
へ
で
あ
y
つ
弔
（
o
マ
㌔
こ
ろ
が
星
移
り
物
漁
燈
り
A
「

で
に
敦
府
の
所
有
に
な
っ
て
し
豪
つ
カ
が
、
始
れ
で
も
欝
ほ
留
蓋
に
晋
し

の
愈
職
時
代
の
紋
章
准
残
し
て
み
る
の
に
床
し
い
こ
ミ
で
あ
る
。
而
も
一

寸
よ
く
幽
來
て
る
う
か
ら
、
申
々
よ
く
見
え
ろ
。
獅
子
の
逆
立
で
は
月
並

で
に
じ
ま
ら
な
い
が
、
か
う
な
ろ
隠
蟹
ダ
一
つ
の
留
蓋
に
も
相
當
に
意
義

が
あ
み
の
だ
か
ら
磁
白
い
。

掃
ド


